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オリエンテーション　事前学習（実施項⽬） フィードバック内容詳細（⾃由記述）

オリエンテーション　事前学習 内容詳細（⾃由記述）

フォローアップ　事後学習（実施項⽬）

インターンシップ　実施項⽬ フォローアップ　事後学習（⾃由記述）
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協⼒社員の属性

具体的社員交流
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長期インターンシップ

2021年10月　2021年11月　2021年12月

2 10 14

理系学生のみを対象

大学1・2年生の募集対象ではあったが特に積極的に募集は行っていない

はい

いいえ

いいえ 交通費の支給あり　宿泊費の支給あり　食事代の支給あり

全て対面で実施

【実務体験】実際の業務を一部実施　【疑似体験】ロールプレイングやシミュレーション形式の仕事体験　【疑似体験】課題に対するグループワーク（企画立案、課題
解決、プレゼンなど）　【疑似体験】課題に対する個人ワーク　【交流】社員の同行等による仕事見学やオフィス・工場・研究所などの職場見学　【交流】参加学生と
の座談会　【その他】人事や社員による講義・レクチャー

【長期インターンシップ】
夏と冬にそれぞれ実働10日間、実際に職場に配属をしたうえで始業時間から就業時間まで社員と一緒に実務に携わっていただく「職場受け入れ型」の実践的なカリキュラムで
す。
コースは8つご用意しており、応募者の希望や適性からコースが決まります。

■【IT】空調機システムの開発業務の理解
…空調機システム設計からクラウド運用、ソフト開発、試験の流れを理解するとともにいずれかの業務を実践する。
■【IT】空調機製品機能に関する開発業務の理解
…センサ技術開発またはエアコンのシステム開発業務の既存機能の改善について実践を通して検討を行う。
■【AI】空調機の稼働データに基づく、各種データ分析
…AI技術を応用して空調機のデータ分析を実践し、空調機へのAIを用いたアプローチについて理解を深める。
■【圧縮機】空調機用ロータリコンプレッサの開発業務の理解
…コンプレッサへの理解を深めるため、組み立て・分解のほか、構成する部品の精密測定見学、及び実践する。
■【ヒートポンプ】地球温暖化影響が少ない冷媒を使用したヒートポンプの技術開発
…地球温暖化影響の少ない冷媒を使ったヒートポンプを構成するにあたり、冷媒物性に合わせてヒートポンプの機能向上が実現できる技術の開発。　主に、機能向上の効果試
算、及び機能試作品を使った実験により、技術の妥当性を評価する。
■【空気調和】気流の可視化装置を用いた空調気流制御の研究
…エアコン、空気清浄機、扇風機など、各種空調機の気流を粒子画像流速測定法（PIV）を用いて可視化し、効果的な気流制御方法を研究する。
■【CAE】シミュレーション技術（CAE）の確立
…エアコン開発に必要なシミュレーション技術（流体、振動、冷凍サイクル等）の確立に向け、実現象（実機測定）と比較検証しながらシミュレーション精度向上を行う。
■【電気回路(制御)】製品に求める付加価値の提案とハードウェアの量産設計
…エアコンの課題（例：LED表示が昼間は見えにくく、夜はまぶしく感じるなど）を設定し、課題解決の方法検討とそれを実現させるためのハードウェアの設計・試作、実機
確認を実践し、モノづくりに取り組む。
■【組込みソフト】エアコンの組込みソフトウェア開発業務の理解
…エアコンとセンサ技術を活用した空調システムの機能改善を、ソフトウェアの設計・製作・評価を実践しながら
理解を深め、モノづくりに取り組む。
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役員　部長　課長（マネージャー）　主任（チームリーダー）　若手社員

主には採用担当、受け入れ部署の社員と交流する機会が多くあります。
初日のオリエンテーションや最終日のアテンドは採用担当からご案内をするほか、就業体験中にも困っていることや不安なことをヒア
リングさせていただくので、採用担当や採用責任者との交流もあります。
また、各コース1名～3名程度の少人数でご参加いただきますので、就業中は先輩社員や各部署の管理職社員に気兼ねなく質問ができま
す。昼食も、先輩社員と社員食堂にて召し上がっていただくことがほとんどで、その際は会社の雰囲気や仕事のことだけでなく、プラ
イベートの過ごし方などを聞く機会もございます。
最終日の課題発表時は各部署の役員も出席するため、役員から直接フィードバックがもらえるだけでなく、学生から直接質問をするこ
ともできます。
コースによって交流いただける社員の人数は異なりますが、採用担当だけでなく、受け入れ部署の若手社員・管理職社員・役員とも交
流ができる点は当社の長期インターンシップの魅力の一つです。

【座学だけではなく、実際に研究・開発業務にメンバーの一員として就業体験をしてもらうこと】です。
初日以外のスケジュールは、就業開始時刻及び就業終了時刻、休憩時間を当社社員と同じ時間に設定させていただきました。また、作
業着として当社の制服や社内セキュリティ用のIDカードを提供することで、当社社員の一員として働く意識をお持ちいただけたかと思
います。
また、実機に触れる試験・作業を行うことや、デスクワークでの作業も体験していただくため、メーカーの研究・開発業務を理解して
いただくことができたのではないかと思います。ご参加いただいた方には、約2週間もの期間を社員とコミュニケーションをとりながら
仕事の進め方を把握していただき、業務内容だけでなく会社の雰囲気も感じていただくことができました。

インターンシップの経験を今後の学習の深化や意欲向上に繋げていただくためにも、様々な知見を持ち合わせた数多くの社員と交流を
していただき、より多くの知識や考え方を吸収していただけるようなカリキュラムを作成いたしました。また、実務を行っていただく
だけでなく、10日間で学んだ内容やその際に得られた成果を発表し、各部署の社員や採用担当者からフィードバックを行いました。
フィードバックを行うことによって、当社としても10日間で得た成果の妥当性を図ることができました。また、学生には、当社の業務
と自分自身の研究内容との関連性を確認していただいただけでなく、今回の実務を通して学んだことが、学校での今後の研究にどのよ
うに活かせるか考えていただくきっかけになったと感じております。

より良いインターンシップにするため、参加した学生にアンケートを実施しております。アンケートでは、インターンシップの実施期
間や実施部署での活動内容についてをお伺いし、参加時にご満足いただけなかった点や改善すべき点を記載していただきました。ま
た、採用担当者としてもインターンシップ実施後すぐに振り返りを行い、学生からのご意見を参考として、当社の魅力がより伝わるよ
うに改善点を洗い出しております。受け入れを行った各部署にも、実施したプログラムに関するご意見や改善点について、採用担当者
よりフィードバックを行っています。インターンシップが学生にとって良い機会となり、ご満足いただけるようなカリキュラムにブ
ラッシュアップできるよう常に努めております。

業界・企業・仕事内容の説明　インターンシップの内容説明　インターンシップ参加目的の明確化　人事や社員による講義・レク
チャー

■業界・企業・仕事内容の説明
…事前に実施した別セミナーへのご参加を推奨し、業界や企業に関するご案内をさせていただきました。またマイページ上には各種仕事内容を細かく掲
載したパンフレットを掲載し、事業ごとにどんな仕事があるのかを知っていただく機会をつくりました。
■インターンシップの内容説明
…スケジュールやその他概要に関する案内を行いました。
■人事や社員による講義・レクチャー
…安全衛生についての講義を行うほか、新入社員にも説明をしている就業中及び前後の注意事項（挨拶の仕方や荷物の置き方など）の説明を行いまし
た。
■その他
…その他にも施設紹介、食堂の利用方法の案内、参加学生同士のアイスブレイクの時間を設けました。緊張をほぐしていただきながら前向きにインター
ンシップに臨んでいただけるように最後には採用担当の責任者から激励をし、受け入れ部署の社員に迎えに来てもらいました。

個人に対する口頭と書面の両方

30分～1時間未満 プログラムの最後に1回行った

■安全衛生について
…メーカーでの実機を用いた就業体験ということもあり、安全第一で取り組んでいただけるように説明を行いました。
  また、受け入れ部署に対しても、学生が機材に触れる際には必ず立ち会うように周知しました。
■コミュニケーションについて
…慣れない環境での不安を解消するために、参加者に対して定期的に声掛けを行い、コミュニケーションをとるよう心掛けました。
  また、学生からも気兼ねなく質問ができるような環境づくりをすることで、取り組んでいただいている業務への理解をより深めることが
できたと考えております。
■業務理解について
…業務内容の理解や仕事の面白さを感じていただけるようにお客様扱いはせず、新入社員のように接するよう意識しました。また、限られ
た時間の中での就業体験ということもあり、任せた仕事（測定や試験、組み立て）などのフィードバックを行うようにしました。

学生自身によるインターンシップ経験の振り返り・学びの言語化　学生全体に対する評価・フィードバック　インターンシップ終了後
の定期的な連絡・フォロー　人事や社員による講義・レクチャー

上場（株式公開）

「当社が実施している別のセミナーへのご案内」「マイページを通した情報発信」「個別面談」を行いました。
インターンシップ中は、参加していただいたコースの受け入れ部署以外での仕事内容を詳しく知っていただく機会がないため、様々な
職種の社員が座談会に登壇するオンラインセミナーへご案内いたしました。
また、当社の事業内容や社員の働き方を掲載したパンフレットや、仕事内容を細かく種類に分けて掲載したパンフレットをe-book化
し、マイページ経由で好きな時に好きな情報をご確認いただくことができるようにしておりました。
希望する方には先輩社員や採用担当との個別面談を実施し、インターンシップ終了後も疑問や不安を解消できるよう努めました。

1，000人～3，000人未満

電子・電気・OA機器


